
三郷市立栄中学校だ よ り

～熱意・誠意・鍛錬～

すっかり秋らしくなり、落ち葉が目立つ季節となりました。環境委員による朝の落ち
葉掃きも始まっています。風が冷たく感じられる時期ではありますが、教室内の換気も
継続しながら、感染予防対策を進めております。また、先日は１学年保護者会が行われ、
１月に予定されているスキー教室の説明会が行われました。ご参加いただきました保護
者の皆様、ありがとうございました。１０月１５日（土）には、新三郷駅そばのららぽ
ーとで吹奏楽演奏会も行われました。こちらも保護者の方々や地域の皆様、応援にかけ
つけてくれた在校生、卒業生、そして本校職員の姿も見られました。吹奏楽部員たちは
普段の演奏会とは異なる場所で緊張したと思いますが、皆様の応援もあり素晴らしい演
奏会となりました。さらに、１４日（金）には、みさと公園にて市内駅伝競走大会も行
われ、熱心に練習に取り組んでいた代表選手たちの雄姿も見ることができました。この
後、３学年では三者面談が予定されています。お忙しいところ恐縮ですが、ご協力よろ
しくお願いします。
現在、校内では１１月１９日（土）に予定されている合唱コンクールに向け、

熱心に練習に取り組む生徒たちの姿が見られ、それぞれのクラスで選んだ合唱
曲を自分たちの曲として表現するための練習に取り組んでいます。
すでに発表された歌を他の方が披露するという場面をよく見聞きします。最

初の様子を知っていることから違いを感じることがありますが、それは当然の
ことで、歌う側が変わればその伝わり方は異なるのは当然です。しかし、最初
であってもそうでなくても、その歌を伝えたいという気持ちに変わりはありま
せん。
生徒たちが歌う合唱曲には歌詞があり、その歌詞には作詞者の気持ちが込め

られています。その気持ちを感じながら、自分の中で消化し表現していく。さ
らに、曲の主旋律や主声部を支え、引き立てる伴奏者、全体のまとめ役で曲に
個性を与える指揮者が加わり、そのクラス独特の合唱曲が生み出されます。少
しでもよいもの、自分たちらしい曲として表現したいという気持ちが校内に響
く生徒たちの歌声を聞いていると感じます。おそらく、それぞれのクラスでは
コンクールを迎える当日まで様々な課題が出てくるでしょう。練習がうまく進
まず、悩んでしまうこともあるはずです。しかし、その課題にクラスのみんな
で取り組むことで、今まで以上にクラスの団結が生まれ、新たな強さを持った
クラスとして成長すると思っています。そうした成長を願いながら、学年主任
を中心として各学年職員全員で日々、生徒たちの支援にあたっています。歌い
終えた満足げな生徒たちの笑顔がたくさん見られることを今から楽しみにして
います。
冒頭でも述べたように、これからさらに寒くなり、インフルエンザ等にも注

意していかなければならない時期に入ります。引き続き、うがい、手洗い、換
気等の基本的な感染予防対策等、必要な準備や対応を検討しながら、日々の教
育活動を進めてまいります。地域、保護者の皆様、今後ともよろしくお願いし
ます。
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下記の予定は１０月３１日での予定です。変更

する場合もありますことを御理解ください。

日 月 火 水 木 金 土

30 ３１ １ ２ ３ ４ ５

彩の国教育の日 １年４組支援籍 文化の日 三年三者面談 第 ２
なし日程（合唱）交流（オンライ ３４５６１２ 大 場
三年生三者面談 ン） 川 清

なし日程（合唱） 掃
ノー部活デー
三年生三者面談

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

表 現 力 テ ス ト 三年生三者面談 三年生三者面談 東部地区学力テ 三年三者面談 数 学
（朝読・美） １２５６３４ １２４６３５ スト【 3 年】テ １２４５３６ 検定
合唱放課後練習 ノー部活デー スト日程

学校評議員・学 異校種体験研修 1， 2 年 生 実 力
校 評 価 委 員 会 （小学校の先生 テスト

10:30 方 5 名来校）
13 １４ １５ １６ １７ １８ １９

県民の日 なし日程（合唱）市内小中音楽会 なし日程（合唱） 合唱コンク
SC 来校 表現力テスト振 ール

り返り（音） 諸活動停止
ノー部活デー

20 ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

グ ラ ン ド 合唱コン 月曜授業 勤労感謝の日 期末テスト 期末テ 三郷市子ど
ゴ ル フ 校 クール振 ふれあいデー 三郷家読の日 スト もフォーラ
庭使用 替休業日 ム

27 ２８ ２９ ３０ １ ２ ３

ゴル テスト再試日 テスト再試日 ノー部活動デー なし日程

フ予 ⑤薬物乱用防 SC 来校
備日 止教室

脚本家野島と新進作家の大宮は、厚い友情で結ばれている。野島は
大宮のいとこの友人の杉子を熱愛し、大宮に手助けを頼むが……。青
春時代における友情と恋愛との相克、葛藤をきめこまかく描いた、
武者小路文学の代表作です。
特に、前半の「野島」視点の物語が、「大宮」視点で語り直される後

半が私は好きです。「世界が変わる」体験をし、文学の世界に魅了され
ました。中学時代にこの作品に出会い、大学の卒業論文で研究するほ
ど影響を受けました。
100年の時を超えて読み継がれる名作。芥川龍之介や夏目漱石といった「近代文学」の世界に

浸ってみてはいかがでしょうか。

本 校 の 読 書 活 動 ～先生方のおすすめの本～ 桑島敦主幹教諭から

本校のホームページでは、生徒の活動の様子や、学校からのお知らせを 配信
しています。

ホームページアドレス www.edu.city.misato.lg.jp/sakaechu/



１１月１９日の本番に向けて合唱練習が本格的に行われてきています。コロナの蔓延防止のため、マス

ク着用、前を向いての練習と制限のある中でも懸命に練習をしています。当日は、保護者１名のみで、地

域の方や来賓などへの公開ができないのは残念ですが、３年ぶりの文化会館での実施になります。

１０月２６日に、昨年度から三郷市教育委員会の委嘱を受けている「学力向上推進研修」の発表を行い

ました。「魅力ある授業」「書く活動の充実」「学習習慣の確立」を重点項目として取組を行ってきました。

その成果を伝える場として１２クラスの授業を公開し、市内の先生方に授業を見ていただきました。

先日実施され

た陸上の県大

会において石

川清麗さんが

県１位になり

ました。

「誰かを支えるあなたも支える。」11月はケアラー月間です。
ケアラーとは、家族などの身近な人に対して、無償で介護、看護、日常生活上のお世話や援助をしてい

る方です。ケアラーのうち１８歳未満をヤングケアラーと定義しています。

ケアラーが孤立することのない社会を目指し、県では 11 月を「ケアラー月間」と定め、集中的な広報
啓発に取り組んでいます。 【県 HP QR コード】
※詳しくは県ＨＰをご覧ください。

【県 HP URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/a0609/chiikihoukatukea/kaigosya-kouhou.html

三郷市教育委員会指導課

１１月は「いじめ撲滅強調月間」です
いじめられた子供には心身に深刻な被害が生じることがあります。いじめは重大な人権侵害であり、

決して許されることではありません。埼玉県では、１１月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじ

め問題の根絶に取り組んでいます。いじめを受けていたり、いじめに気が付いたりしたら一人で悩ま

ず相談・通報してください。

相談窓口等

○よい子の電話教育相談（埼玉県立総合教育センター）

【相談内容 いじめ、不登校、学校生活】

１８歳以下の子供用（無料）＃ ７３ なやみ( )７３ ００ ゼロゼロ( )００ 又は ０１２０－ ８６ ハロー( )
な や み ゼロゼロ

８６－ ３１９２ さいのく に( )３１９２
ハ ロ ー さ い の く に

保護者用 ０４８－ ５５６ こころ( )５５６－ ０８７４ おはなし( )０８７４
こ こ ろ お は な し

（毎日２４時間）

Ｅメール相談 soudan@spec.ed.jp
※Ｅメール相談の受信確認及び返信は、平日９時から 17 時の時間帯に行っています。
○いじめ通報窓口（埼玉県教育委員会）

【通報内容 いじめに関すること】

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html

※この窓口は「いじめ」についての情報提供を受けることが目的であり、相談に対する

返信は行いません。

※通報された情報は学校に提供します。学校はあなたが送信したことがわからないよう

に調査・対応します。

○埼玉県警察少年サポートセンター

【相談内容 非行やいじめ、犯罪被害等の少年問題に関する心理面の相談】

（月～金／祝日・年末年始を除く ８時３０分～１７時１５分）

０４８－８６１－１１５２「少年用・ヤングテレホンコーナー」

０４８－８６５－４１５２「保護者等用」

※面接相談は要予約

○子どもスマイルネット

【相談内容 どんなことでも】

（毎日／祝日・年末年始を除く １０時３０分～１８時００分）

０４８－８２２－７００７

○社会福祉法人 埼玉いのちの電話

【相談内容 どんなことでも】

０４８－６４５－４３４３（３６５日２４時間）

０１２０－７８３－５５６ フリーダイヤル（毎月１０日８時～翌日８時・１０日を

除く毎日１６時～２１時）

０５７０－７８３－５５６ ナビダイヤル（毎日１０時～２２時）

インタ―ネット相談 埼玉いのちの電話ホームページからアクセス

○特定非営利活動法人 さいたまチャイルドライン

【相談内容 どんなことでも】

（毎日１６時～２１時）

１８歳以下の子供専用（無料）

電話 ０１２０－９９－７７７７

オンラインチャット https://childline.or.jp/
○埼玉県こころの電話（埼玉県立精神保健福祉センター）

【相談内容 心の健康の相談】

（平日／土・日・祝日・年末年始を除く ９時～１７時）

０４８－７２３－１４４７

○子どもの人権１１０番 （さいたま地方法務局）

【相談内容 子どもの人権】

（平日／祝日・年末年始を除く ８時３０分～１７時１５分）

（無料）０１２０－００７－１１０

◇子どもの人権ＳＯＳ－ｅメール

https://www.jinken.go.jp/kodomo
お問い合わせ 埼玉県県民生活部青少年課 TEL048-830-2907




